
開設大学名

教養・専門の別

単　位　数

曜　  　　日

時　　  　限

授 業 定 員

履 修 年 次

実 習 費 等 選 考 方 法

1  担当教員

2 日　程

５月２６日

６月　９日

① 9:00 チャーターバスにて長崎大学文教キャンパス出発。

車中でオリエンテーション、キャリアデザインに関するビデオ鑑賞

② 11:30 長崎大学研修センター到着　～昼食準備、昼食、部屋割り～

③ 13:00 アイスブレーキング、キャリアデザイン①自己分析

④ 15:00 キャリアデザイン②社会状況の理解（企業の人材戦略）

⑤ 17:00 夕食と入浴

⑥ 19:00 ナイトセッション～交流＆ブレインストーミング～

⑦ 22:00 就寝

６月１０日

⑧ 7:00 散歩（森林浴）、朝食

⑨ 9:00 スポーツ大会（ソフトバレー）、表彰式

⑩ 13:00 キャリアデザイン③レポート作成

⑪ 15:00 長崎大学研修センター　チャーターバスにて出発

⑫ 17:00 長崎大学文教キャンパス到着　解散

６月１６日

長崎大学島原共同研修センター

１泊２日の合宿型　　※別に事前・事後講義有り

有 り

事前講義・事後講義については長崎大学の講義室で行
う予定です。   遠隔地の学生については、録画配信を
視聴することも可能です。詳しくは下記連絡先にお問い
合わせください。

科　目　名 　考えよう！自分のキャリアデザインⅠ

科 目 番 号 A - ２ 長崎大学

開 講 場 所

開 講 時 間 下記の通り
１００人　

１年次以上

教  養

２単位

開 講 期 間
土、日曜日

下記の通り

平成２４年　６月　９日（土）～６月１０日（日）

長崎大学副学長の橋本健夫教授、元長崎大学教授で一般社団法人若者自立支援長崎ネットワークの代表の　　浜民夫と
そのスタッフのカウンセラー、産業界の先輩たち。

【事前講義】　　　合宿研修の心構え、諸注意。事前課題（自己課題の発見）に関する講義

そ　 の 　他
特 記 事 項

開 講 日 講　　義　　名 担 当 教 員

試  験  ・
評価方法

　「卒業後は、このような職業に就こう」と決めていますか？多くの方
は、まだまだこれからとお考えのことと思います。就職先は自分の個性
を生かせ、将来発展する会社を選ぶことが大切です。まだ迷っておら
れる方にお勧めの授業です。自分の個性を的確に把握するとともに、
企業に通じている講師が社会情勢を踏まえながら、キャリア選択につ
いての講義を行います。しかも、他大学の人たちとも触れ合う中で講義
が受けられます。チャレンジしてください。

参　考　写　真　等

【事後講義】　　　グループワーク：ライフキャリアの課題と解決について

レポートと授業の参加の程度を評価します

連 絡 先   長崎大学 学生支援部教育支援課教育支援班　TEL 095‐819‐2075　FAX　095‐819‐2073

（科目内容）　この授業の目的は、豊かな自然環境のもとで、キャリアデザインをメインテーマに二日間の合宿による授業を行い、合宿生活の中で大学の垣根を
壊して学生同士の交流を進め、ネットワークを形成し、人間関係の構築を目指すことにあります。内向きにならずに他流試合をすることが目的です。やがて社会
人の仲間入りをするための準備にもなります。授業方法は①往復の貸切バス内でのビデオ等による学習、②研修センターでのキャリアカウンセラーや社会人に
よる座学③研修センター運動施設でのスポーツ競技によるチームプレイ、集団行動等の体験活動、④ナイトセッション時のグループごとの自己紹介やブレイン
ストーミング、人生の先輩を囲んでの意見交換会、ディスカッションによります。座学はキャリアデザインについて行います。自分の将来を見据えて、これからの
大学生としての過ごし方や進むべき道など自分のキャリアをどうデザインしていく考えるきっかけを提供します。

教員のコメント

【合宿研修】



開設大学名

教養・専門の別

単　位　数

曜　  　　日

時　　  　限

授 業 定 員

履 修 年 次

実 習 費 等 選 考 方 法

1 担当教員

2 日　程

１１月３日

１１月１０日

① 9:00 チャーターバスにて長崎大学文教キャンパス出発。

車中でオリエンテーション、キャリアデザインに関するビデオ鑑賞

② 11:30 長崎大学研修センター到着　～昼食準備、昼食、部屋割り～

③ 13:00 アイスブレーキング、キャリアデザイン①自己分析

④ 15:00 キャリアデザイン②社会状況の理解（企業の人材戦略）

⑤ 17:00 夕食と入浴

⑥ 19:00 ナイトセッション～交流＆ブレインストーミング～

⑦ 22:00 就寝

１１月１１日

⑧ 7:00 散歩（森林浴）、朝食

⑨ 9:00 スポーツ大会（ソフトバレー）、表彰式

⑩ 13:00 キャリアデザイン③レポート作成

⑪ 15:00 長崎大学研修センター　チャーターバスにて出発

⑫ 17:00 長崎大学文教キャンパス到着　解散

１１月１７日

連 絡 先

土、日曜日

そ　 の 　他
特 記 事 項

【合宿研修】

【事前講義】　　　合宿研修の心構え、諸注意。事前課題（自己課題の発見）に関する講義

【事後講義】　　　グループワーク：ライフキャリアの課題と解決について

事前講義・事後講義については長崎大学の講義室で
行う予定です。   遠隔地の学生については、録画配
信を視聴することも可能です。詳しくは下記連絡先に
お問い合わせください。

レポートと授業の参加の程度を評価します

・一人参加でも大丈夫だった。今まで関わることのなかった他大学、他学
部、留学生の人たちとコミュニケーションできて、友達になれて嬉しかった。
・夢を持ち、そのために努力している人もいて感心した。視野が広がり、考
え方も少し変化したように思う。
・自分のキャリアデザインについて、しっかり考え直すことができた。今の
自分に足りない点、新たに身につけたいことがわかった。
・企業が求めている人材、面接時のポイントなど、就職活動に役立つ知識
を身につけることができた。

（科目内容）　この授業の目的は、豊かな自然環境のもとで、キャリアデザインをメインテーマに二日間の合宿による授業を行い、合宿生活の中で大学の垣根を
壊して学生同士の交流を進め、ネットワークを形成し、人間関係の構築を目指すことにあります。内向きにならずに他流試合をすることが目的です。やがて社
会人の仲間入りをするための準備にもなります。授業方法は①往復の貸切バス内でのビデオ等による学習、②研修センターでのキャリアカウンセラーや社会
人による座学③研修センター運動施設でのスポーツ競技によるチームプレイ、集団行動等の体験活動、④ナイトセッション時のグループごとの自己紹介やブレ
インストーミング、人生の先輩を囲んでの意見交換会、ディスカッションによります。座学はキャリアデザインについて行います。自分の将来を見据えて、これか
らの大学生としての過ごし方や進むべき道など自分のキャリアをどうデザインしていく考えるきっかけを提供します。

学生の感想

参　考　写　真　等

  長崎大学 学生支援部教育支援課教育支援班　TEL 095‐819‐2075　FAX　095‐819‐2073

（一泊二日の合宿型）　※別に事前・事後講義有り

開 講 日

長崎大学副学長の橋本健夫教授、元長崎大学教授で一般社団法人若者自立支援長崎ネットワークの代表の　　浜民夫
とそのスタッフのカウンセラー、産業界の先輩たち。

担 当 教 員講　　義　　名

開 講 場 所 長崎大学島原共同研修センター
教  養

２単位

開 講 時 間 下記の通り
１００人　

１年生以上

開 講 期 間

科　目　名 　考えよう！自分のキャリアデザインⅡ

科 目 番 号 A - ３ 長崎大学

試  験  ・
評価方法

有　り

下記の通り

平成２４年１１月１０日（土）～１１月１１日（日）



開設大学名

教養・専門の別

単　位　数

曜　  　　日

時　　  　限

授 業 定 員

履 修 年 次

選 考 方 法

＊期日未定

【９月２０日】

9:30 長崎大学薬学部5階研修室に集合

9:30 合同オリエンテーション

11:30 昼食（移動時間含む）

13:00 施設での体験学習

17:00 宿泊施設（日吉青年の家）へ移動

18:00 夕食

19:00 セミナー

21:00 グループワーク

22:30 就寝準備・消灯

【９月２１日】

7:00 朝食

8:00 清掃

8:20 長崎大学薬学部5階研修室へ移動

9:00 グループワーク

12:00 昼食

13:00 学習報告会

16:15 写真撮影

16:30 解散

＊期日未定

科　目　名 在宅チーム医療早期体験学習

科 目 番 号 A-４ 長崎大学

書類選考

その他特記事項 試験・評価方法

実 習 費 等 あり

出席・レポート等により総合評価

開 講 場 所 長崎大学、長崎県立大学、長崎国際大学、等
教養

２単位

１年次生以上
開 講 時 間 下記の通り

　　４０人　（うち単位互換定員　４０人）

開 講 期 間
平成２４年９月２０日（木） 開講期間の通り

～平成２４年９月２１日（金）１泊２日の合宿型 下記の通り

講　　義　　名 担 当 教 員

・医療・保健・福祉・介護等の学科を専攻してい
る学生に限る

・開講期間の他に事前講義あり（期日未定）

・コミュニケーション能力の重要性を強く感じました。（歯学生）

【レポート作成・自己学習期間　】　

・女性薬剤師の先生と関わって、ROLE MODELを発見できました。（医学生）

【学習報告会】

【事前講義】　

【オリエンテーション・体験学習】

開 講 日

・教科書では学べない人とのかかわり方を学ぶことができました。コミュニケーションは
すべての仕事に必要であり、また仕事を楽しく行うことの大切さも知ることができまし
た。（栄養学生）

・在宅療養支援の現状をあまり理解していなかったが、今回の体験で現在の状況、こ
れからの課題について理解を深めることができました。（薬学生）

・今回は早期体験ということで他の学校の人とも親しくなれ、大学ではできないような素
晴らしい体験ができました。（看護学生）

参　考　写　真　等

連　絡　先 長崎大学薬学部（長崎薬学・看護学連合コンソーシアム事務局）中嶋幹郎　TEL：095-819-2460

本講座は、長崎薬学・看護学連合コンソーシアムが開講する大学連携による在宅医療に関する参加型の実習科目である。
本実習は、長崎県内大学の医療・福祉分野の学生が、大学・学部間の垣根を越えて、地域の訪問看護ステーション・薬局・
在宅療養支援診療所の施設担当者とともに在宅療養者宅への同行を行う実習を通して、学生が在宅ケアの実際を知り、多
職種連携によるチームケアの重要性を考えてもらうことが目的である。また、他学部生とのグループによる共同作業や共同
生活を通して、各分野のこれからの専門教育に対する学びの動機づけを行うことがねらいである。

学生の感想



開設大学名

教養・専門の別

単　位　数

曜　  　　日

時　　  　限

授 業 定 員

履 修 年 次

選 考 方 法

1 担当教員

片峰茂教授（長崎大学 学長）、小原達朗（長崎大学教育学部 教授）、スポーツ関係者、マスコミ関係者、動物園関係者等各界の関係者

2 日　　　程

5月12日

① 10：00～12：00

5月19日

  9：30

② バス車中 「リーダー力テスト」　/　討論「ジャイアンはガキ大将か?」

11：00 諌早青少年自然の家到着　/ 施設説明　/　部屋割り　/ 昼食　

③ 13：00

④ 14：00 リーダーについて語る①

⑤ 15：30 リーダーについて語る②

17：00 休憩　/ 入浴　/　夕食

⑥ 19：00

22：00 就寝

5月20日

  7：00 起床　/ 体操　/ 朝食

⑦   9：00

⑧ 10：00 リーダーについて語る③

⑨ 13：00 リーダーについて語る④

15：00 諌早青少年自然の家　出発（バス）

5月26日

⑩ 13：00～15：00

【事前講義】

100人　

科　目　名 　課外活動リーダーシップ論

科 目 番 号 A - １ 長崎大学

開 講 場 所
２単位

開 講 日

諌早青少年自然の家
教  養

講　　義　　名

試  験  ・    評
価方法

開 講 期 間
土・日

下記の通り

平成24年5月19日（土）～平成24年5月20日（日）
1泊2日の合宿型　※別に事前・事後講義あり

出席・レポートによる総合評価

開 講 時 間 下記の通り

そ　 の 　他
特 記 事 項

実 習 費 等

１年次以上

有    り

事前講義・事後講義については長崎大学の講義室で行う
予定です。遠隔地の学生については、録画配信を視聴す
ることも可能です。詳しくは下記連絡先にお問い合わせく
ださい。

　この科目では、「世渡り上手になりたい人」、「社長をめざす人」、「サークルの
運営に困っている人」　等を対象にしています。
各界のリーダーの方々に学び、学生同士で未熟さをさらけ出すことで「一皮むけ
た自分」をめざしましょう。

教員のコメント

連 絡 先

　価値観が多様化する社会にあって求められる人間は、様々な人をまとめ、一定の目標に向けて行動が起こせる人で
ある。このような人たちは一般的にはリーダーと呼ばれ、どの集団にも必要である。特に、課外活動においては、短期
間に所属する構成員をまとめて活動の方向性を定め、目標達成を図らなければならない。
このリーダーが持つべき資質を一緒に考え、次世代に伝えていく方法について考えを深める。

担 当 教 員

 長崎大学 学生支援部教育支援課教育支援班　TEL 095‐819‐2075　FAX　095‐819‐2073

長崎大学文教キャンパス　出発（バス）　

オリエンテーション・課題提示・イニシアチブゲーム（グルーピング）

「リーダー」と「リーダーシップ」について考える

ワークショップ①「リーダーに見るリーダー性」

ワークショップ②「実在の人物から考えるリーダー」

まとめ「サークルに生かす成果と課題」

【事後講義】

【合宿研修】




